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(Johann Gottlieb Fichte,1762-1814）は、 美学に関しては
特にまとまった著述を残していない。 しかし初期の草稿
『実践哲学（PraktischePhilosophie) J (1794）と、当初
シラ一発行の雑誌 『HorenJ のために起草された 『哲学
における精神と字句について（Uber Geist und Buchstab 














う 。 それは同時期のもう一つの 『根元哲学についての独















求の一般的諸原理JI） を考察する部門が立て られている 。
フィヒテがこの時期に実践哲学の名の下にどのような
領域を含ませていたかという点に関しては、この草稿と










って、自らの領域を包括する」（183) 3＞ と語られている 。
このように、 美学 （Asthetik）という言葉こそ使われて
いないが、 実践哲学は単にいわゆる道徳的な事柄ばかり

























ことである」（187） 。 努力とは、 自発性（Selbsttatigkeit)
を求める努力なのである 。
乙の草稿においてフィヒテは、 美学的な事柄もこの努














感覚される 。 それが快適なもの（das angenehme）であ
り、形式付与の自発性の促進が直観される 。 それが美的

















































































あるか」（210）を問う 。 そしてそれに対 して「その通り









































である J (2 11 ） 。 それではどのような輪郭を持ったもの
が美 しいのであろうか。 「外的な諸形式の中では、数学
的な形式に近づくものが好ましい、ということはほぼ正
当である」（212 ） 。 なお、「好ましい（gefallen）」という
語は、カン ト が「美とはある人にとって単に好ましいも
ののことである 。」 7） と言っているのを受けて使用さ れ
ているのは明らかであり、「美し Lリということと同義
である 。 数学的形式すなわち幾何学的図形に近いものが
































































統ーを持たねばならな Lリ（214） 。 ここではH寺聞におい
である自我が問題とされているのであるから、統一は一
つの瞬間（Moment）として生 じる 。 そしてまた統一の
前提としては当然そごに多様が要求される 。 「それゆえ
自我は［形式が成立する］この一つの瞬間において多様的
でなければならなしリ （214 ） 。 この形式付与も外的形式
付与の場合と同様に、構想力の働きによる 。 「構想力が自
我のある種の形式を実現しようと努力するのである J





している 。 ひとつはある感覚 a とその反対の感覚 b と
が同時にあるものであり、もうひとつは、 一つの同じ感





























瞬間 b は、［その瞬間 b に含まれる感覚とは異なる l先行
する感覚－bおよび後続する－bによ って限界付けられ





式なのである」 （217） 。 以上の点を踏まえてフィヒテは次
のような規則を引き出す。「それゆえ力動的美への努力と
は限界付けであり、また非限界付け（NichtBegrenzung)










に対しでも適用される 。 「数学的に美 しいものへの努力
の理想を私は次のように表現しでもよいであろう 。 空間
における形式が全くないこと 。 非形式、しかしやはり形
式」 （218 ） 。 これとともに、力動的な美への努力の理想
についても述べられているが、それは 「全く時間区別が































































































































た。 美学自体が1796年から 1799年にかけての講義録 『新
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